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はじめにお読みください ～初回導入時設定～ 

 

複数台の PC端末に本システムをインストールしてお使いになる場合、すべての端末に登録されて

いる「ユーザーメンテ」、「病棟・病室メンテ」、「入院料マスタメンテ」、「システム情報」※1の情報は統

一する必要がございます。以下 STEP を参考に設定をお願い致します。 

※1  詳細な設定方法は H ファイル入力支援ソフト操作マニュアルをご確認ください。 

 

STEP１： 1 台目の PC端末（仮にこちらを親端末とします）の「ユーザーメンテ」、「病棟・病

室メンテ」、「入院料マスタメンテ」、「システム情報」を設定します。※1 

 

STEP２： 一度ログアウト後、本システムがインストールされているフォルダを開きます。 

※インストール時の初期設定は「C ドライブ→PRRISM→H ファイル入力支援ソフト」です。 

インストール時に変更されている場合は、デスクトップのアイコン「H ファイル入力支援ソフト」 

上で右クリック→プロパティ→「ショートカット」タブ→作業フォルダにて、ご確認いただけます。 

 

STEP３： 当該フォルダを開き、中に入っている「H入力支援.sdf」 

をコピーします。 

STEP４： 親端末以外の PC 端末（仮にこちらを子端末）の「H 入力支援.sdf」に親端末

の「H入力支援.sdf」を上書き保存します。 

注意：上書き保存中に本システムは起動しないでください。 

 

STEP５： 子端末において親端末と同じ「ユーザーメンテ」、「病棟・病室メンテ」、「入院料マ

スタメンテ」、「システム情報」が設定されているかご確認ください。 

 

「H 入力支援.sdf」はシステム管理関連以外に、入力した症例情報も格納しているため、上記

STEP は初回導入時のみ有効です（親端末の症例入力後に上記を実行すると、子端末の症例

情報が上書きされます）。 

従って、入力開始後に入院料の届出に変更が生じた場合は、親端末の sdf ファイルは利用せず、

各子端末で直接「ユーザーメンテ」、「病棟・病室メンテ」、「入院料マスタメンテ」、「システム情報」の

設定を行ってください。 

 


